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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、ヴィグ共同体をはじめとするロシア正教古儀式派の手によるテンペラ画の

イコンをとりあげ、同じ聖人をモチーフに描いた正教会のイコンやフレスコ画等との比較分析

を通じて、古儀式派のイコンの全体的な傾向と特性を明らかにすることであった。古儀式派の

イコンの全体的な傾向としては、空間や写実性を否定するより伝統的な描写のほか、テーマに

よる好み、古儀式派教義の強調などの特徴がみられた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
   The purpose of this research is to compare icon paintings and frescoes of the same 
saints done by the Russian Orthodox Church, and in effect highlighting making the unique 
characteristics and features of the icon paintings by Russian Old Believers’. As a result, we 
found that the icons of the Old Believers’ remained more traditional in how they were drawn. 
For example, with regards to the icon paintings, Old Believers’ didn’t strictly adhere to realistic 
painting when it came to space and people. Also, they had favorite themes and emphasized Old 
Believers’ dogma in icon paintings. 
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１． 研究開始当初の背景 
報告者はこれまでロシアでも未研究であ

ったロシア正教古儀式派ヴィグ共同体の木
彫イコンに着目し、国立歴史博物館をはじめ
とするロシアの美術館での独自調査に基づ
き、新たな図像分類の方法を提示した。さら
にヴィグ共同体のイコン芸術全体の傾向を
把握するため、木彫イコンのみならず銅製イ

コンやルボーク、テンペラ画のイコンなど素
材を異にするイコンの調査を行い、制作年代
や制作者、用途等における差異を明確化した。
ヴィグ共同体のイコン研究を進める過程で、
同共同体のテンペラ画のイコンは、“ポモー
リェ派”として古儀式派のみならず正教会の
間でも高い芸術性が認められ、比較的多くの
研究者の注目を集めてきたにも関わらず、ほ
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とんど研究が進んでいないことが明らかに
なった。その最大の理由は、共同体閉鎖時に
国家正教会側によって多くのイコンが破
壊・没収されたため、同共同体で制作された
とされるイコンの現存数が少ないことにあ
る。加えて文献資料も限られており、その多
くを 3 代目共同体長 И.フィリポフの歴史書
などによる断片的な記述に依拠している。現
代の古儀式派研究者である Е.ユヒメンコは、
「現在までドゥルジーニンの論文（1926 年）
が短くはあるものの“ポモーリェ式”イコン
の芸術的な特徴をよく伝えた唯一の包括的
な論文である」としている（Неизвестная 
Россия, М., 1994. С.32.）。そのドゥルジーニン
による記述は次のとおりである。「…初期に
ヴィグのイコン画家はソロヴェツキー修道
院のスタイルを、次にストロガノフ派を手本
とした。しかし、後にこれらの手本からはな
れて、自らの画法で創作した。顔に非常に明
るく白みがかった色調をつけ…ソロヴェツ
キー修道院の黄色の背景を金色の背景にか
え た … 」（ К истории крестьянского  
искусства XVII-XIX веков в Олонецкой 
губернии.// Известия академии наук СССР. М., 
1926. С.1481-1482.）すなわちポモーリェ派独
自の特徴として述べられているのは、白みが
かった顔の色と金色の背景のみである。近年
プラトーノフやチュグレエヴァによる研究
が知られているものの、これらの研究は所属
する美術館が所蔵する特定のイコンについ
ての図像分析が中心であり、対象をポモーリ
ェ派全体にすえた包括的な研究ではなかっ
た。現存するイコンの点数が限られているた
め、ポモーリェ派のイコンのみを集めて比較
するこれまでの研究方法では、その特徴を十
分に明確化することは困難であると考えた。 
 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、次の通りである。 
（1）ヴィグ共同体をはじめとするロシア正
教古儀式派の手によるテンペラ画のイコン
をとりあげ、同じ聖人をモチーフに描いた正
教会のイコンや儀軌、写本装飾、フレスコ画
等との比較分析を通じて、古儀式派イコンに
共通する特徴を明確化する。 
（2）古儀式派イコンを拠点別に比較し、古
儀式派イコンの中でヴィグ共同体のイコン
がどのような特徴をもつのかを明らかにす
る。 
 

３．研究の方法  
古儀式派イコン全体の特徴を明らかにす

るために、次の方法をとった。 
（1）同じ聖人をモチーフに描いた正教会の
イコンやフレスコ画、写本挿絵と比較分析し、
流派や時代による変化を明らかにすること
で、古儀式派の図像上の特性を見出す。 

 本研究では、国家正教会と古儀式派の両方
で崇敬された聖人である、マクシム・グレク
（1470-1556）の図像を分析の対象とした。
マクシム・グレクはギリシアの学者で、ロシ
ア正教会の典礼書の修正事業に関わった人
物であり、写本や伝記にも多くの図像が残さ
れている。ニーコンの教会改革後は古儀式派
信仰の理論的拠り所として古儀式派信徒の
間で特に崇敬され、ヴィグ共同体のイコンや
書物にもマクシムの図像が数多く見られる。 
 イコンは儀軌に基づいて描かれるため、本
来的には時代や制作地が変わっても同じ図
像で描かれるはずであるが、現存するイコン
をみると、モスクワ派やノヴゴロド派などの
名前が示すように時代や場所によって同じ
聖人でも図像が異なっている。そのため、古
儀式派と正教会のイコンの差異を分析する
ことにより、古儀式派信徒が聖人のどのよう
な点に興味と崇敬の念を抱いていたかが明
らかになる可能性が高いと考えられる。 
（2）古儀式派イコンの中でヴィグ共同体の
イコンの特徴を明らかにするため、初めにヴ
ィグ共同体のイコンに描かれた聖人マクシ
ム・グレクの図像を、ヴィグ共同体の写本挿
絵やルボークにおける描写と比較し、共通す
る特徴を明らかにする。その上で、時代や制
作地が異なる古儀式派のイコンと比較・分析
をし、ヴィグ共同体のイコンの特徴を浮き彫
りにする。 
 
４．研究成果 
 （1）正教会の図像との比較 

現存するマクシムの図像は、時代や制作者
によって様々なタイプがある。マクシムの没
後もっとも早い時期に制作されたのは、写本
の挿絵である。16－17 世紀に書かれた写本の
マクシム像は、胸より上の横向きの半身像で
ある。頬と額の深いしわ、鷲鼻、長いひげ、
東洋的な顔という共通の特徴がある。これは、
マクシムの没後間もなく書かれたマクシム
像であることから、実際のマクシムに近い肖
像 画 で あ っ た と 考 え ら れ て い る
（Беловрова.О.А. К вопросу об иконографии 
Максима грека // ТОДЛР. Т.15. С.303.）17 世紀
になると写本の挿絵に加えて、単独でイコン
やフレスコ画に描かれるようになった。モス
クワのウスペンスキー聖堂（1684 年）、ヤロ
スラヴリの先駆者イオアン教会（1694－95
年）にはマクシムのフレスコ画がある。フレ
スコ画の図像では、没後すぐに描かれた写本
の描写とは異なり、聖人としての威厳が強調
されている。マクシムは正面向きの立像で、
手には開いた本を持っている。マクシムの頭
に は 後 光 が 描 か れ て い て 、 銘 は 
«преподобный Максим Грек（修道聖人マクシ
ム・グレク）»である。すなわちマクシムは
正教会で列聖されるはるか前からすでに聖



 

 

人として描かれている。マクシムは 2度も教
会裁判にかけられたが、1589 年のロシアの総
主教座獲得と関連して、マクシムの名誉回復
は非常に早く、すでに 17 世紀後期には聖人
の地位にまで高められていたことを示して
いる。このフレスコ画のマクシム像は、18 世
紀以降に古儀式派がさかんに制作した立像
のタイプのマクシム・グレクのイコンにおけ
る特徴と共通する部分が多い。手にしている
付属物が本か数珠か、左手か両手かというバ
リエーションはあるものの、円筒形の修道士
帽、円形に広がった長い髭、どっしりとした
重量感のある体格などの点で類似している。
そのため 17 世紀の国家正教会によるフレス
コ画が、その後の立像のタイプのマクシム像
の基礎となったと考えられる。 

古儀式派のイコンと国家教会のフレスコ
画を比較すると、古儀式派のイコンはマクシ
ムが手に持っている本に 2本指の十字に関す
る内容が書かれていること、修道士の服に強
調するように赤色の八端の十字架が描かれ
ていること、マクシムの髭がさらに大きく強
調されて肩をおおいつくすほどに広がって
いることが違いとしてあげられる。特にヴィ
グ共同体のイコンでは、マクシムの髭は頭の
5-6 倍の大きさまで広がっている。上述した
差異は正教会と古儀式派の教義の違いであ
る。したがって、古儀式派はマクシムを古儀
式派教義の正当性を証明する人物としてみ
なし、古儀式派の教義を強調してイコンに描
いていたと考えられる。 

マクシム像は立像のほかに坐像のタイプ
も多く現存している。特に古儀式派では、坐
像で机の上に本を広げているマクシムのイ
コンが 18 世紀以降大量に作られた。坐像の
マクシム像の初期の例は、シイスクのイコン
儀軌（17 世紀初期）、17 世紀の写本挿絵（科
学アカデミー図書館、アルハンゲリスクコレ
クション、No.1044）等にみられる。マクシ
ムは横向きの全身像で椅子に腰かけ、足置き
台に足を置いている。ひざの上に紙を置き、
ペンで何かを書いている。耳をかくすタイプ
の帽子をかぶり、顔の特徴は最初期のマクシ
ム像と同様で肖像画の特徴を残している。聖
人というよりは、修道学者としての立場で描
かれている。机の上にはペン立てや紙を切る
ナイフ、インク瓶などの筆記用具が置かれて
いる。 

このイコン儀軌 と 18 世紀以降の古儀式派
のイコンを比較すると、古儀式派のマクシム
は髭がより強調されて横に広がり、体格も重
量感があり、まっすぐ正面を見据えて聖人と
しての威厳が強調されている。古儀式派のイ
コンではひざの上でなく、机の上に本を広げ
て観者にみせている。本の記述内容は様々で
ある。古儀式派の主張する 3 回のハレルヤに
関する文章（宗教史博物館所蔵）、また沈水

の洗礼について書かれているものが多く現
存している（歴史博物館シーリンコレクショ
ン、歴史博物館モロゾフコレクションほか）。
またマクシムの修道頭巾に八端の十字架が
書き込まれている例もある（歴史博物館シュ
ーキンコレクション、エルミタージュ美術館
ムスチョーラ派のイコン等）。 

正教会のフレスコ画やイコン儀軌と古儀
式派のイコンを比較してきた結果、古儀式派
のイコンでは、立像、坐像のいずれのタイプ
のマクシム像も、髭や八端の十字架など古儀
式派の教義に関する部分が強調されている
こと、マクシムが聖人としての威厳が強調し
て描かれている、という特徴が明らかになっ
た。これに対して国家正教会では、フレスコ
画や写本挿絵にはマクシム像がしばしばみ
られるものの、17 世紀以前のイコンやイコン
儀軌には、単独のマクシム像はあまり見られ
ず、ラドネシュの聖人の一人として描かれて
いる。18－19 世紀には単独のマクシムの素描
やイコンが比較的多く現存していて、これら
のイコンや素描には古儀式派の手によると
考えられる明確な特徴はないため、国家教会
のイコン画家による作品とも考えられる。こ
の時期のマクシムの図像をみると、全体的に
髭が大きく広がって描かれていて、体格も重
量感にあふれ、聖人としての威厳に満ちてい
る（Маркеров. Г.В. Святые древней Руси. СПБ. 
1998. С.484 ほか）。このことから、18 世紀以
降にマクシム像は初期の肖像のタイプから
次第に離れていき、髭が大きく広がったマク
シムの図像が一般化していった。この変化の
過程には、古儀式派が大量に描いたマクシム
の図像が影響を及ぼしたと推察される。 
（2）古儀式派のイコンの中でのヴィグ共同
体のイコンの特徴 
 ヴィグ共同体の中でのマクシム・グレク像
の特徴を分析するために、はじめに同共同体
で制作された、手書きのルボークや写本挿絵
などを調査したところ、イコン以外のマクシ
ム像はあまり多くないことが分かった。した
がって本研究ではイコンのみを分析対象と
した。ヴィグ共同体で制作されたとされてい
るマクシムのイコンは、歴史博物館所蔵のイ
コンと、トレチャコフ美術館コーリンコレク
ションのイコンの２点である。いずれも立像
で一見すると別のイコンと識別できないほ
どよく類似している。マクシムは腰までの立
像で、左手には開いた本を持っている。本の
内容はおおよそ次の通りである。「３つのあ
わせた指は三位一体を表していて、伸ばした
二本の指はキリストの二つの位格（人性と神
性）を表している」２本指の十字についての
内容である。両方のイコンとも、文字の上下
に大きさを揃えるためのガイドラインが記
されていて、文字も非常に入念で丁寧に描か
れている。右手は二本指の十字の形をしてお



 

 

り、左手に持った本の内容を体現している。
右手の手首には古儀式派の黒い数珠を下げ
ている。頭には黒い修道帽をかぶり、目は左
の方向を見据えている。顔には深く皺が刻み
込まれていて、長老のような威厳を感じさせ
る。大きく強調されるように広がった髭は肩
幅以上に広がって、胸のあたりまで伸びてい
る。髭の毛の流れ一本一本も丁寧に描かれて
いる。マクシムは茶色の下着の上に赤色の上
着、その上に深い青色のマントを着ていて、
マントの中央の帯には赤色で八端の十字架
が描かれている。マントのひだや影も丁寧に
描写されている。マクシムの頭の上にイコン
の主題「修道聖人マクシム・グレクの像」が
赤字で記されていて、この文字はポモーリェ
派の筆致で描かれている。この２点のイコン
は、いずれも 18 世紀末から 19 世紀初頭、す
なわちヴィグ共同体の末期に制作されたと
されている。このヴィグ共同体のイコンを、
他の古儀式派のイコンと比較すると、ヴィグ
のイコンは芸術性と技術の高さにおいて際
立っている。聖人の顔の描写はもちろんのこ
と、衣服や本などの付属物、銘、イコンの枠
の縁取りまで丁寧に描かれている。他の古儀
式派拠点のイコンでは、開いた本の中で文字
が誤って書かれている例も見受けられ、教義
に精通している者がかいたのではなく、他の
イコンから写すときに間違えたと思われる。 
 そのほか、ヴィグ共同体のイコンは、他の
古儀式派のイコンと比較して、マクシムの顔
の特徴が、肖像画のタイプである写本挿絵の
マクシム像に近い。細い顔に深く刻まれた皺、
東洋的な顔立ちという特徴をよく表してい
る。ヴィグ共同体の図書館は、マクシム・グ
レクの写本を所蔵していたことから、イコン
画家が肖像画に近い写本装飾に描かれたマ
クシム像を参考にして描いた可能性が考え
られる。全体的な構図の面では、ヴィグ共同
体のマクシム像は、ヤロスラヴリの先駆者イ
オアン教会フレスコ画と類似している。立像
で左手に開いた本を持っていることや右手
で本を指示していること、修道帽の形態や修
道衣の上にマントを着ていることも同じで
あり、ヴィグのイコン画家が国家教会のフレ
スコ画を知っていた可能性が考えられる。 

これらのことから、ヴィグ共同体のイコン
の特徴として、①イコン制作の高い技術と緻
密な描写、②古儀式派教義とマクシム・グレ
クの事績への精通、③正教会のイコンやフレ
スコ画、写本装飾の熟知、の 3点が挙げられ
る。 
 その他、ロシア美術館が所蔵する 18 世紀
中期とされる立像のマクシム・グレクのイコ
ンがある。このイコンもポモーリェ派とされ
ているが、先に分析したヴィグ共同体のイコ
ンとは少し異なる特徴をもっている。ロシア
美術館のイコンも同じく腰までの立像で正

面を向いているが、左手に本ではなく数珠を
もち、右手は祝福を受けるジェスチャーをし
ている。頭にはお椀型の修道帽子をかぶり、
白髪で髭も白く特に歳をとってからのマク
シム像である。上述したヴィグ共同体のイコ
ンとの違いとして注目すべき点は、手や顔の
より写実的な描写方法である。特に手は立体
感や質感を感じさせるより方法で描かれて
いて、歴史博物館やコーリンコレクションの
イコンとの大きな差異となっている。古儀式
派はイコンに西欧画風の写実的な描写方法
をとりいれることに強く反対しており、ヴィ
グ共同体のイコンには特に人物像における
写実的な表現は見られない。そのためロシア
美術館所蔵のマクシム像は、ポモーリェ派の
イコンの中でも特別な位置を占めており、こ
のイコンの制作地や流派に関しては再度検
討を深めていく必要があると思われる。 
 マクシム・グレクを描いた古儀式派のイコ
ンは多数現存しているが、今回の調査ではど
の古儀式派拠点で制作されたか特定できな
いものも多くあった。今後さらに多くのテー
マを描いたイコンも蒐集し、比較・分析する
ことによって、拠点ごとの特徴が明らかにさ
れると考える。 
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